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米国 前月比で減少も小売のモメンタムは緩やかに加速（09年３月小売売上高） 
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○３月の小売・飲食サービス売上高は、自動車、ガソリン、家電、衣料品などの減少で前月比▲1.1％（前

月同＋0.3％）と減少に転じ市場予想の同＋0.3％を下回った（１、２月合計で＋0.5％上方修正）。減少に

転じた背景として、台数ベースで増加に転じた自動車の売上が減少を続けたことや、価格の上昇ペースが鈍

化したガソリン販売、デジタル放送への移行が６月に延期された家電、２月に暖冬で押し上げられた衣料品

販売、などが減少に転じたことが挙げられよう。 

 

○変動の大きい自動車を除く小売・飲食サービス売上高は前月比▲0.9％（前月同＋1.0％）とガソリン、家

電、家具、衣料品などの販売減少によって市場予想の同0.0％を下回った（１、２月合計で＋0.3％上方修

正）。 

 

○消費の基調を示すコア消費（自動車・ガソリン・建材を除く小売・飲食サービス売上高）は前月比▲

0.9％（前月同＋0.9％）と家具、家電、衣料品などを中心に減少した（１、２月合計で＋0.4％上方修正）。

もっとも、2009年１～３月期のコア消費は前期比年率＋3.3％（10～12月期同▲9.2％）と増加に転じており、

2009年１～３月期の実質個人消費は前期比年率＋1.2％（10～12月期同▲4.3％）と３四半期ぶりに拡大する

と予想される。 

 

○３ヵ月移動平均・３ヵ月前対比年率で消費のモメンタムをみると、変動の大きい自動車を除く小売・飲食

サービス売上高は▲4.4％（前月▲16.9％）とマイナス幅を縮小した。このナンバーはガソリン価格変動の

影響を受けるため、消費の基調を示すコア消費（自動車・ガソリン・建材を除く小売・飲食サービス売上

高）もみる必要があるが、同ベースでは＋3.3％（前月▲2.8％）と７ヶ月ぶりの増加となり、小売売上高の

モメンタムは加速した。 

 

○今後の消費動向に関しては、失業保険の給付期間延長、減税の実施、値下げ販売などが下支え要因になる

と予想される。ただし、消費者ローン、自動車ローン等での融資姿勢の厳格化などによる信用の逼迫・借り

入れコストの上昇、雇用環境の悪化、住宅など資産価格の下落、消費者マインドの低い水準、物価全体での

上昇により、年内の個人消費（前期比）は緩やかな拡大ペースにとどまる公算が大きい。 

 

○以上のような個人消費の鈍い拡大は、米国景気の回復ペースを緩やかなものにとどめる一因となり、日本、

欧州、アジア、中南米諸国など米貿易相手国の成長を抑制させよう。このため、各国が国内需要を押し上げ

るような追加の景気対策を早急に実施しなければ、深刻なグローバル・リセッションからの世界経済の回復

ペースはかなり鈍いものとなる可能性が高い。 
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小売・飲食サービス売上高
耐久財関連（*1） 非耐久財関連（*2）

除く車 自動車 家具 家電 衣料品 ガソリン

08/07 ▲0.6 (＋ 2.0) ＋0.1 ▲2.5 ▲ 4.2 ▲0.7 ▲0.5 ＋0.2 ＋ 0.4 ＋0.0
08/08 ▲0.7 (＋ 1.3) ▲1.1 ▲0.1 ＋ 1.4 ▲2.9 ▲2.7 ▲1.1 ▲ 0.7 ▲3.0
08/09 ▲1.6 (▲ 1.4) ▲0.7 ▲3.8 ▲ 5.8 ▲2.0 ▲0.9 ▲0.7 ▲ 4.1 ▲0.1
08/10 ▲3.4 (▲ 5.1) ▲2.9 ▲4.3 ▲ 5.9 ▲1.7 ▲2.5 ▲3.4 ▲ 2.5 ▲13.1
08/11 ▲2.4 (▲ 8.4) ▲2.6 ▲1.6 ▲ 1.2 ▲1.5 ＋0.9 ▲3.3 ▲ 0.9 ▲18.2
08/12 ▲3.1 (▲10.5) ▲3.2 ▲2.5 ▲ 2.3 ▲1.0 ▲6.0 ▲3.7 ▲ 4.0 ▲15.3
09/01 ＋1.9 (▲ 8.9) ＋1.6 ＋1.8 ＋ 3.0 ▲1.4 ＋6.3 ＋2.0 ＋ 5.1 ＋4.0
09/02 ＋0.3 (▲ 7.9) ＋1.0 ▲1.7 ▲ 3.0 ＋0.5 ＋0.7 ＋1.2 ＋ 2.8 ＋3.1
09/03 ▲1.1 (▲ 9.4) ▲0.9 ▲2.2 ▲ 2.3 ▲1.7 ▲5.9 ▲0.6 ▲ 1.8 ▲1.6

（出所）商務省（Department of Commerce）

（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。

小売・飲食サービス売上高（Retail and Food Services Sales）
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（注）３カ月移動平均、３カ月前対比年率。

(出所）米商務省

-25
-20
-15
-10
-5
0
5

10
15
20
25

98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09

名目個人消費（除く自動車・サービス）

名目小売売上高（除く自動車・建材）

小売売上高と個人消費の推移（％）

（注）３カ月移動平均、３カ月前対比年率ベース。

(出所）米商務省
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（注）３カ月移動平均、３カ月前対比年率。(出所）米商務省

小売売上高（除く自動車・ｶﾞｿﾘﾝ）
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(出所）米商務省

小売・飲食ｻｰﾋﾞｽ売上高
（3ヵ月移動平均、3ヵ月前対比年率）
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（％ 小売・飲食ｻｰﾋﾞｽ売上高
(3ヵ月移動平均、前年同月比）
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